








































































































































































和 11 年 6 月）
「自爆の弁」（『台湾』第 4 巻第 6 号、昭和 18 年）
「巻末小記」（『八重雲』所収、大木書房、昭
和 19 年 1 月）
「若き日のことども―在台四十年短歌生活の
思ひ出ばなし―」（『文芸台湾』第 2 巻第 1 号、
昭和 20 年 1 月）
『最高の価値と最大の幸福―無限価値創造の
歓喜―』（あぢさゐ社、昭和 24 年 10 月）
「放浪の歌人宗不旱―彼の台湾時代の思出ば
なし―」（『日本談義』昭和 28 年 9 月号）
「著者紹介」（『北海道の歌』所収、北海道観












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Tanka Poet Yoshitaka Watanabe : His life and his literary works (Part 1)
NOGUCHI Shuichi 
【abstract】
There was a tanka poet named Yoshitaka Watanabe. He was born in Amakusa, Kumamoto Prefecture in 
1898 (the 31st year of Meiji). After graduating from elementary school, he left for Taiwan to work for a newspaper. 
With the opening of its branch at Hualian Port, he was transferred there. Soon after that, toward the end of 1926 (the 
1st year of Showa) he established a tanka club by the name of “Ajisai” (hydrangeas) and in April of the following 
year he published a periodical called Ajisai. Unfortunately, there are no places in Japan now where copies of Ajisai 
are left available. The only place I know that has copies of Ajisai is the library of Taiwan University. I set about 
collecting his writings in Taiwan. This article is a progress report on this work and an attempt as well to reproduce 
his life (including his activities) in Taiwan through his literary works.
【key words】
Taiwan,  Hualian Port,  Ajisai (hydrangeas)
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湘北紀要　第 30 号　2009
－ 62 －
【図版1】 『台灣四季―日據時期台灣短歌選―』（台北市・
二魚文化事業有限公司、2008年7月）の表紙。
 本書に渡辺よしたかの歌12首が採録されて
いる。ここに、よしたかの歌は60余年ぶりに
蘇った。
【図版2】 奇莱主山の歌は、1933年（昭和8）6月に槙
有恒（第3次マナスル遠征隊長）とともに行
われた同山縦走のときのものである。
歌人〝渡辺よしたか〟の生涯と作品（上）
－ 63 －
【図版3】 よしたか夫妻と真永（中央）。よしたかの娘たちは、「真永兄さんが父の雰囲気を最もよく伝えている」と
語る。次子の腕には、長女あやめが抱かれている。1940年（昭和15）のことと思われる。
【図版4】 よしたかは「毎月の表紙は十年一日如く全部肉筆で描く」と述べている（『あぢさゐ』第10巻6月号、1936
年〈昭和11〉）。「臺北帝國大學文政學部南方文化研究室」という蔵書印は、『あぢさゐ』を同研究室が収集し、
保管していたことを示す。
湘北紀要　第 30 号　2009
－ 64 －
【図版5】 戦後のものであるが、『あぢさゐ』第26巻3月号及び7月号（1951年〈昭和26〉）の表紙には「竹秋」という
落款が見える。
歌人〝渡辺よしたか〟の生涯と作品（上）
【図版6】 門人・藤井重雄（右）を送る。骨董を趣味とし
たよしたかの生活の一端が窺い知れる。
－ 65 －
【図版7】 1942年（昭和17）11月15日、あやめ、七五三
のお祝い。右よりよしたかと紘一、次子とあ
やめ、左端に大岡みつ子。
湘北紀要　第 30 号　2009
【図版8】あぢさゐ歌会、最初の歌集。この影印は銘傳大学准教授頼衍宏氏から贈られた。
【図版9】 あぢさゐ歌会の第二歌集『あけぼの』（1936年〈昭和11〉6月15日刊）。表紙の絵はよしたかの筆によるも
のである。尾崎秀
ほ つ ま
真は「芸術の神様ならでは出来ぬ芸当」と激賞した。
－ 66 －
歌人〝渡辺よしたか〟の生涯と作品（上）
【図版10】 よしたかの処女歌集『八重雲』
 （1944年〈昭和19〉1月1日刊）。
【図版11】 『八重雲』所収「あぢさゐ臺灣に合同を決す」の項。『あぢさゐ』の廃刊はよしたかの本意ではなかった。後
年、よしたかは「昭和十八年軍の横暴で文芸雑誌は統合させられ、紙の配給を停止されるので、台北でやっ
てゐた斎藤勇の『台湾』に合併統合したこともある」と述べる（「回顧三十年」、『あぢさゐ』第30巻9月号、
1964年〈昭和39〉）。
－ 67 －

